
Ⅰ 問題
ストレスフルな現代社会において，生活上の
様々なストレスが，個人の精神的健康に深刻な
影響を与えることが多くの研究から，指摘され
ている．しかし，同じようなストレスの状況下
にあっても，感じ方や受け取り方には，人によっ
て個人差がある．困難に直面しても，ピンチを
ピンチとも思わずに乗り越えていく人もいれ
ば，ピンチが生む不安や緊張に潰されてしまう
人もいる．このような違いを生じさせる要因の
一つとして，レジリエンス（resilience）と呼
ばれる概念がある．レジリエンスは，「ストレ
スフルな状況でも精神的健康を維持する，ある
いは回復へと導く心理的特性」（石毛・武
藤，２００５１））として近年，注目されている．小
塩ら（２００２２））は，大学生を対象に「新奇性追
求」「肯定的な未来志向」「感情調整」からなる
精神的回復力尺度を作成し，ネガティブライフ

イベントの経験の有無及びつらさの程度，自尊
心との関連について検討した．その結果，苦痛
に満ちたライフイベントを経験したにもかかわ
らず，自尊心が高い者は，そのような経験をし
た自尊心が低い者よりも精神的回復力尺度得点
が高いことを明らかにした．これまでにレジリ
エンスを促進する要因について，ソーシャルス
キルや自尊感情，親の養育態度，他者への愛着
などとの関連について検討されてきた（齋藤・
岡安，２０１４３）；光浪・小石，２０１５４）；中村，２０１８５）

他）．
しかしながら，レジリエンスという概念は，
個人的な要因のみで説明できるものではない．
林ら（２０１２６））によると，レジリエンスに関す
る最近の研究では，「個人内資源」だけでなく
「環境資源」に関する視点もレジリエンスを規
定する要因として考慮する必要があることが指
摘されている．平野（２０１６７））によるとレジリ
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要旨
ストレスフルな状況でも精神的健康を維持する，あるいは回復へと導く心理的特性としてのレジリエンスの概念に着目
し，その形成過程に関する研究が重要である．レジリエンスを導く多様な要因の中には，もって生まれた気質との関連性
が強い「資質的レジリエンス」要因と，後天的に身に付けていきやすい「獲得的レジリエンス」要因があることが示され
ている．そこで本研究では青年期のレジリエンスを検討するために，「獲得的レジリエンス」を促進する要因としてソー
シャルスキルとソーシャル・サポートを取り上げ，レジリエンスにどのような影響を及ぼすかについて検討した．パス解
析の結果，ソーシャルスキルが「獲得的レジリエンス」に影響していることが示された．一方，ソーシャル・サポートは
「資質的レジリエンス」に影響を及ぼし，さらには「資質的レジリエンス」を介して「獲得的レジリエンス」への間接効
果も示唆された．
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エンスを導く要因には，個人のもつパーソナリ
ティ要因（衝動コントロール，好ましい気質，
共感性，ソーシャルスキル，自立性など）と，
環境要因（家庭環境，教師，情緒的サポートな
ど）とがあり，いくつかの要因の相互作用によっ
てレジリエンスが導かれるという．さらに平野
（２０１０８））は，レジリエンスを導く多様な要因
の中には，もって生まれた気質と関連性の強い
「資質的レジリエンス要因」と，後天的に身に
付けていきやすい「獲得的レジリエンス要因」
があることを示した．これらを踏まえると，青
年期におけるレジリエンスを検討するには，後
天的に身に付けやすいとされる「獲得的レジリ
エンス」をいかに高めていくかという視点が重
要であるといえる．そういった観点からの研究
はまだ少なく，さらに検討していく必要がある
と考えられる．
そこで，本研究ではレジリエンスを促進する
要因の一つとして，ソーシャルスキルを取り上
げる．ソ―シャルスキルとは，「対人場面にお
いて適切かつ効果的に反応するために用いられ
る言語的・非言語的な対人行動と，そのような
対人行動の発現を可能とする認知過程」（相
川，１９９６９））と定義されるものである．相川・
藤田（２００５１０））は，ソーシャルスキルを「コミュ
ニケーション・スキル」と「対人スキル」の２
つの側面から同時に測定できる尺度を作成し，
ソーシャルスキルが高い大学生は，対人不安，
孤独感，抑うつが低いこと示した．また，齋藤・
岡安（２０１４）は，大学生においてソーシャルス
キルとレジリエンスとの関連を検討し，ソー
シャルスキルが高い人はレジリエンスが高いこ
とを示唆した．さらに小林・渡辺（２０１７１１））は，
中学生において集団ソ―シャルスキルトレーニ
ングを実施し，生徒のソーシャルスキルだけで
なく，レジリエンスも高められることを報告し

ている．これらのことから，ソーシャルスキル
は，「獲得的レジリエンス」と関連性があるこ
とが推測される．
また本研究では，レジリエンスを促進するも
う一つの要因として，ソーシャル・サポートを
取り上げる．ソーシャル・サポートとは，「ふ
だんから自分を取り巻く重要な他者に愛され大
切にされており，もし何か問題が起こっても援
助してもらえる，という期待の強さ（久田
ら，１９８９１２））」と定義されるものである．石毛・
無藤（２００５）は，中学３年生を対象に，受験期
の学業場面の精神的健康とレジリエンス及び
ソーシャル・サポートとの関連について検討し
た．その結果，レジリエンスの下位尺度とソー
シャル・サポートが高い相関をしめすことか
ら，ソーシャル・サポートがレジリエンスの規
定要因であることを示唆した．また，細田・田
嶌（２００９１３））は中学生において自他の肯定感が
高い生徒は，ソーシャル・サポートの認知が高
いことを示した．必要な時にサポートを求める
ことができることは，レジリエンスの観点から
も重要な能力といえる．これらのことから，良
好な家族関係や友人からのソーシャル・サポー
トは，「獲得的レジリエンス」と関連性がある
ことが推測される．

Ⅱ 目的
以上をふまえて本研究では，ソーシャルスキ
ル及びソーシャル・サポートと資質的・獲得的
レジリエンスとの関連について検討する．本研
究での主な仮説は，以下の２つである．想定さ
れた影響モデルをFigure １に示す．
１ 大学生において，ソーシャルスキルが高い
ほど，獲得的レジリエンスが高いであろう．
２ 大学生において，知覚されたソーシャル・
サポートが高いほど，獲得的レジリエンスが
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ソーシャルスキル ソーシャル・サポート

資質的レジリエンス 獲得的レジリエンス

Figure 1 ソーシャルスキル、ソーシャル・サポートが
レジリエンスに及ぼす影響過程

高いであろう．

Ⅲ 方法
１ 調査対象者
私立大学１校の女子学生第１～４学年，合計

１９５名に調査の協力を求めた．
２ 調査時期
調査は，２０１９年１０月中旬に実施された．

３ 質問紙の構成
質問紙を構成する際には，項目内容や表現の
適切性を検討して尺度を選択し，質問紙を作成
した．
質問紙はフェイスシートで，学年について尋
ねた後，合計７２項目について回答を求めた．
（１）二次元レジリエンス要因尺度
（BRS；Bidimensional Resillience Scale）
平野（２０１０）の作成した「二次元レジリエン

ス要因尺度（BRS）」を用いた．『資質的レジリ
エンス要因』として「楽観性因子（３項目）」「統
御力因子（３項目）」「社交性因子（３項目）」「行
動力因子（３項目）」の合計１２項目，『獲得的レ
ジリエンス要因』として「問題解決志向因子（３
項目）」「自己理解因子（３項目）」「他者心理の
理解因子（３項目）」の合計９項目を質問項目
とした．
「あなた自身のこととしてあてはまるもの」を
選択するよう教示し，「どんなことでも，たい
てい何とかなりそうな気がする」「昔から，人
との関係をとるのが上手だ」等の設問への回答

を求めた．
回答方法は，「非常にあてはまる…５点」「ま
あまああてはまる…４点」「どちらでもない…
３点」「あまりあてはまらない…２点」「全くあ
てはまらない…１点」の５段階評定であった．
（２）成人用ソーシャルスキル自己評定尺度
相川・藤田（２００５）が作成した「成人用ソー

シャルスキル自己評定尺度」を用いた．「関係
開始因子（８項目）」「解読因子（８項目）」「主
張性因子（７項目）」「感情統制因子（４項目）」
「関係維持因子（４項目）」「記号化因子（４項
目）」の合計３５項目を質問項目とした．
「あなた自身のこととしてあてはまるもの」を
選択するよう教示し，「相手とすぐに，うちと
けられる」「表情やしぐさで相手の思っている
ことがわかる」等の設問への回答を求めた．
回答方法は，「かなりあてはまる…４点」「や
やあてはまる…３点」「あまりあてはまらない
…２点」「ほとんどあてはまらない…１点」の
４段階評定であった．
（３）学生用ソーシャル・サポート尺度
（SESS；The Scale of Expectancy for Social
Support）
学生用ソーシャル・サポート尺度として，久
田ら（１９８９）が作成した１因子１６項目を対人関
係（サポート源）別に使用した．
各対象（父，母，きょうだい，大学の先生，
友人・知人）ごとに，それぞれの援助に対する
期待感を評定するよう教示し，対象がいない場
合（例えばきょうだいがいない場合）は，その
対象の項目をとばすよう教示した．また，友人・
知人は，恋人・先輩・近所の人などを含む広い
範囲で，対象と考える人は，特定の人でも，何
人かの人たちでもどちらでもよいことも合わせ
て教示して回答を求めた．質問内容は，「あな
たが落ち込んでいると，元気づけてくれる」「あ
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なたが失恋したと知ったら，心から同情してく
れる」等の設問で，対象ごとに回答を求めた．
回答方法は，「きっとそうだ…４点」「たぶん
そうだ…３点」「たぶんちがう…２点」「絶対ち
がう…１点」の４段階評定であった．
４ 手続き
調査用紙を学生に配布した後，学年について
記入を求め，その後，調査実施者から具体的な
教示が与えられた．調査紙の流れは，二次元レ
ジリエンス要因尺度，成人用ソーシャルスキル
自己評定尺度，学生用ソーシャル・サポート尺
度の順とした．
５ 本研究における倫理的配慮
調査対象者に対し，調査への協力依頼文書を
配布して本研究の概要について説明を行った．
その際，調査は匿名で行うこと，回答結果は統
計的に処理するため個人情報が漏洩することは
決してないこと，結果は研究目的以外には使用
しないことについて説明した．
６ 分析方法
本研究に用いた統計パッケージは，SPSS
Statistics２５．０とAmos２５であった．

Ⅳ 結 果
１ 分析対象
記入漏れや不備のあった回答を除外した１６１

名（１年生５４名，２年生５８名，３年生４２名，４
年生７名）のデータを分析対象とした（有効回
答率８２．６％）．
２ 各測定尺度の検討
（１）二次元レジリエンス要因尺度の因子構
造の確認と下位尺度得点
各項目の平均値及び標準偏差から，天井効果
及びフロア効果がみられた項目がなかったた
め，二次元レジリエンス尺度２１項目に対して，
因子分析を行った．固有値の変動状況と因子の

解釈可能性から５因子構造が妥当と判断し
た．５因子を仮定して主因子法・Promax 回転
による因子分析を行った後，因子負荷量が.３０
に満たない４項目を削除し，再度因子分析を行
い，５因子構造が見いだされた結果をTable
１に示す．第１因子は，物事をやり通そうとす
る行動力に関する項目が高い負荷量を示してい
るため，「行動力」因子と命名した．第２因子
は，物事を楽観的にとらえようとする項目が高
い負荷量を示しているため，「楽観性」因子と
命名した．第３因子は，他人と親しくなること
に関する項目が高い負荷量を示しているため，
「社交性」因子と命名した．第４因子は，他者
の考えや感情を理解することに関する項目が高
い負荷量を示しているため，「他者心理の理解」
因子と命名した．第５因子は，ネガティブな出
来事が起きた際，問題の解決を図ろうとする態
度に関する項目が高い負荷量を示しているた
め，「問題解決志向」因子と命名した．Cronbach
のα係数を求めたところ，「資質的レジリエン
ス要因」では.８３，「獲得的レジリエンス要因」
では.７２と，十分な値が得られた．「資質的レジ
リエンス要因」における３つの下位尺度に含ま
れる項目平均値を求め，「資質的レジリエンス」
得点（Mean３．４３，SD０．６４），「獲得的レジリ
エンス要因」における２つの下位尺度に含まれ
る項目平均値を求め，「獲得的レジリエンス」得
点（Mean３．６７，SD０．５８）とした．
（２）成人用ソーシャルスキル自己評定尺度
の因子構造の確認と下位尺度得点
各項目の平均値及び標準偏差から，天井効果
及びフロア効果がみられた項目がなかったた
め，成人用ソーシャルスキル自己評定尺度３５項
目に対して，因子分析を行った．固有値の変動
状況と因子の解釈可能性から５因子構造が妥当
と判断した．５因子を仮定して主因子法・
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Promax 回転による因子分析を行った後，因子
負荷量が.３０に満たない２項目を削除し，再度
因子分析を行い，５因子構造が見いだされた結
果をTable２に示す．負の負荷量を示した項目
の逆転処理を行い，Cronbach のα係数を求
めたところ，第１因子は.９１，第２因子は.７９，
第３因子は.８２，第４因子は.７１，第５因子は.６２
で，ある程度十分な値が得られた．第１因子は，
初対面の人との関係作りに関する項目が高い負
荷量を示すことから，「関係開始」因子と命名

した．第２因子は，相手の気持ちへの気付きや
すさに関する項目が高い負荷量を示すことか
ら，「解読」因子と命名した．第３因子は，自
分の意見を率直に主張する態度に関する項目が
高い負荷量を示すことから，「主張性」因子と
命名した．第４因子は，自分の感情を素直に表
現しようとする項目が高い負荷量を示すことか
ら，「感情表現」因子と命名した．第５因子は，
相手との関係を維持しようとする項目が高い負
荷量を示すことから，「関係維持」因子と命名

Table 1 二次元レジリエンス要因尺度の因子パターン（プロマックス回転後）（N＝161）
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Table 2 成人用ソーシャルスキル自己評定尺度の因子パターン（プロマックス回転後）（N＝161）
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した．５つの下位尺度に含まれる項目平均値を
求め，「関係開始」下位尺度得点（Mean２．４３，
SD０．６３），「解読」下位尺度得点（Mean２．８１，
SD０．４５），「主張性」下位尺度得点（Mean２．３４，
SD０．５８），「感情表現」下位尺度得点（Mean
２．７３，SD０．４８），「関係維持」下位尺度得点
（Mean３．１６，SD０．４１）とした．
（３）大学生用ソーシャル・サポート尺度の
因子構造の確認と尺度得点
各項目の平均値及び標準偏差から，天井効果
及びフロア効果がみられるかを確認した．その
結果，父親では５項目，母親では全１６項目，兄
弟では１１項目，先生では２項目，友人・知人で
は１５項目に天井効果がみられた．しかしながら，
分析上必要と判断したため，対象ごとに因子分
析を行った結果，固有値の変動状況から１因子
構造が妥当と判断した．さらに対象ごとに項目
平均値を求め，「父親サポート」得点（Mean
３．００，SD０．８８），「母親サポート」得点（Mean
３．４７，SD０．７０），「兄弟サポート」得点（Mean
３．１５，SD０．８１），「先生サポート」得点（Mean
２．６５，SD０．７７），「友人・知人サポート」得点
（Mean３．４５，SD０．５３）とした．
３ ソーシャルスキル及びソーシャル・サポー
トとレジリエンスとの関連
（１）ソーシャルスキルとレジリエンスとの

関連
ソーシャルスキルの高低が，資質的レジリエ
ンス及び獲得的レジリエンスに及ぼす影響につ
いて検討した．ソーシャルスキル尺度の各下位
尺度得点の平均値をもとに，それぞれ高群・低
群に分け，資質的レジリエンス及び獲得的レジ
リエンスを従属変数とする t 検定を行った
（Table３）．その結果，資質的レジリエンスに
関しては，「関係開始」「主張性」の効果は有意
であった（t（１５９）=２．３９，p＜．０５；t（１５９）=２．０９，
p＜．０５）．一方，獲得的レジリエンスに関して
は，「関係開始」「解読」「主張性」「関係維持」
の効果は有意であった（t（１５９）=２．０７，p＜．０５；
t（１５９）=７．７８，p＜．０１；t（１５９）=３．２１，p＜．０１；
t（１５９）=４．８５，p＜．０１）．「感情表現」では，資
質的レジリエンス及び獲得的レジリエンスとも
に，有意な得点の差は見られなかった
（p＞．１０）．
（２）ソーシャル・サポートとレジリエンス
との関連
各対象へのソーシャル・サポート認知の高低
が，資質的レジリエンス及び獲得的レジリエン
スに及ぼす影響について検討した．ソーシャ
ル・サポート得点の平均値をもとに，高群・低
群に分け，資質的レジリエンス及び獲得的レジ
リエンスを従属変数とする t 検定を行った

Table 3 成人用ソーシャルスキル自己評定尺度 各因子における平均差
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（Table４）．その結果，資質的レジリエンスに
関しては，「父親サポート」「母親サポート」「先
生サポート」「友人・知人サポート」の効果は
有意であった（t（１５９）=４．２８，p＜．０１；t（１５９）=
３．４１，p＜．０１；t（１５９）=３．０２，p＜．０１；t（１５９）=
３．４４，p＜．０１）．一方，獲得的レジリエンスに
関しては，「知人・友人サポート」の効果は有
意であった（t（１５９）=２．６５，p＜．０１）．「兄弟サ
ポート」では，資質的レジリエンス及び獲得的
レジリエンスともに，有意な得点の差は見られ
なかった（p＞．１０）．
４ ソーシャルスキル，ソーシャル・サポート
がレジリエンスに及ぼす影響過程
（１）分析に用いた指標
本分析に用いた指標は次の通りである．成人

用ソーシャルスキル自己評定尺度からは，それ
ぞれ下位尺度得点として「関係開始」得点，「解
読」得点，「主張性」得点，「感情表現」得点，
「関係維持」得点が求められた．成人用ソーシャ
ル・サポート尺度からは，「父親サポート」得
点，「母親サポート」得点，「兄弟サポート」得
点，「先生サポート」得点，「友人・知人サポー
ト」得点が求められた．また，二次元レジリエ
ンス尺度からは下位尺度得点として，「資質的
レジリエンス」得点，「獲得的レジリエンス」得
点が求められた．
（２）モデルの構成
各尺度の下位尺度得点間の相関係数をTable

５に示す．これらの相関係数を参照すると，成
人用ソーシャルスキル自己評定尺度では，「関

Table 4 大学生用ソーシャルサポート尺度 対象別における平均差

Table 5 各変数間の相関係数
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係開始」得点と「解読」「主張性」得点に，「解
読」得点と「主張性」「関係維持」得点に弱い
相関がみられた（すべて p＜．０１）．大学生用ソー
シャル・サポート尺度では，すべての得点間で
相関がみられた（すべて p＜．０１）．有意な相関
が認められた変数間に共分散を仮定した．なお，
成人用ソーシャルスキル自己評定尺度と大学生
用ソーシャル・サポート尺度の得点間にも相関
がみられるものもあったが（すべて p＜．０１），
本研究ではレジリエンスへの影響を検討するこ
とが目的であるため，共分散を設定しなかった．
想定されたモデルに共分散（双方向矢印），
パス（片矢印）を設定し，共分散構造分析によ
るパス解析を実施した．すべての誤差変数の係
数を１に固定し，最初に構成されたモデルによ
る共分散構造分析による分析を行った．その結
果，χ２（３３）＝１０９．３１，p＜．００１で最小値に達し

た．有意でないパスを削除し，修正指標を参考
に共分散やパスを設定し，モデルの適合度を検
討した．その結果，モデルの適合度は，χ２（４６）
＝６２．６１２，p＜．００１，GFI=．９３１，AGFI=．８８３，
RMSEA=．０６１で，修正されたモデルの適合度
は高いと判断された．最終的に得られた重相関
係数，パス係数（標準偏回帰係数），適合度指
数をFigure２に示す．なお，示されたパス係
数はいずれも有意なものである．また，eは誤
差変数を指す．分析の結果，以下のことが示さ
れた．
（３）レジリエンスへの影響過程
「資質的レジリエンス」には，ソーシャルス
キルの「関係開始」と「父親サポート」「友人・
知人サポート」から，有意なパスが示された
（β=．１５， p＜．０５；β=．２０，p＜．０１；β=．１９，
p＜．０５）．この結果から，「関係開始」「父親サ

χ2=62.612，df=19，p＜.001
GFI=.931，AGFI=.883，RMSEA=.061

Figure 2 パス解析の結果
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ポート」「友人・知人サポート」が高いほど，「資
質的レジリエンス」が高まることが示された．
一方，「獲得的レジリエンス」には，ソーシャ
ルスキルの「解読」「関係維持」「資質的レジリ
エンス」から， 有意なパスが示された（β=．４３，
p＜．０１；β=．１９，p＜．０１；β=．３５，p＜．０１）．
この結果から，「解読」「関係維持」及び「資質
的レジリエンス」が高いほど，「獲得的レジリ
エンス」が高まることが示された．

Ⅴ 考察
本研究の目的は，大学生におけるソーシャル
スキル及びソーシャル・サポートが，獲得的レ
ジリエンスに及ぼす影響を検討することであっ
た．
ソーシャルスキルと獲得的レジリエンスの関
係については，t 検定の結果から，「関係開始」
「解読」「主張性」「関係維持」下位尺度得点が
高い人は，低い人に比べ獲得的レジリエンス得
点が高いことが示された．パス解析の結果では，
獲得的レジリエンスに対する「解読」「関係維
持」の標準偏回帰係数が有意な値を示していた．
これらのことから，仮説１は一部支持されたと
言える．先行研究でも，大学生においてソーシャ
ルスキルがレジリエンスを導く要因であること
が報告されている（齋藤・岡安，２０１４；大
坪，２０１７１４））が，本研究の結果からも，ソーシャ
ルスキルは，獲得的レジリエンスに影響を及ぼ
す一要因であることが示唆された．
「解読」スキルは，相手の気持ちへの気付き
やすさに関するスキルである．このようなスキ
ルの優れた人は，自分や相手の感情を意識的に
読み取り，問題の解決を図っていこうとすると
考えられる．また「関係維持」スキルは，相手
との関係を維持するためのスキルであり，主に
他者を受容したり，支持したりする内容である．

このようなスキルの優れた人は，問題が発生し
た際に，相手との関係を意識しながら，状況を
改善しようとする力を持っているものと考えら
れる．これらのことから，「解読」「関係維持」
スキルは，獲得的レジリエンスと正の関連を示
したと推察される．
なお，「主張性」「感情表現」スキルについて
は，レジリエンスに影響を及ぼしていないこと
が示された．「主張性」スキルは，意見が異なっ
た場合，自分の意志を率直に伝えるという内容
のスキルである．また「感情表現」スキルは，
相手に自分の感情を素直に伝える内容のスキル
である．女子は男子と比較して他者との良好な
関係を築くことに重要性の認識が高いため，自
己主張が強いと認識されると，敬遠される要因
となりうる（武蔵，２０１２１５））．そういった意味
から，「主張性」「感情表現」スキルとレジリエ
ンスとの関連性が示されなかったと考えられ
る．
一方，ソーシャル・サポートについては，t
検定の結果から「父親サポート」「母親サポー
ト」「先生サポート」「友人・知人サポート」認
知得点が高い人は，低い人に比べ資質的レジリ
エンス得点が高いことが示された．また，パス
解析の結果から資質的レジリエンスに対する
「父親サポート」「友人・知人サポート」標準偏
回帰係数が有意な値を示していた．これらのこ
とから，ソーシャル・サポートは，獲得的レジ
リエンスには影響を及ぼさないが，資質的レジ
リエンスに影響を及ぼしていることが示され
た．さらにパス解析の結果から，資質的レジリ
エンスを介した獲得的レジリエンスへの間接効
果が示された．これらのことから，仮説２は支
持されたと言える．
資質的レジリエンスの３因子を概観すると，
ストレスフルな状況でも落ち込まず，肯定的に
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とらえようとする態度と解釈される．そのよう
な自分への信頼感は，周囲の人からのソーシャ
ル・サポートが関連しているものと考えられ
る．先行研究でも，自己肯定感及び他者肯定感
とソーシャル・サポート認知との関連性がある
ことが示されている（細田・田嶌，２００９）こと
から，困っているときに具体的な援助を提供し
てもらえるという認識が，楽観性や社交性と
いった資質的レジリエンスを高めることが示唆
されたと考える．
なお，「友人・知人サポート」については，
親とのつながりを維持しつつ，サポート認知が
拡大・進化したもの（福岡，２０１６１６））と考えら
れる．また，「父親サポート」については，細
田・田嶌（２００９）は，父親からのサポートの期
待とつながりが，自己への肯定感と一般他者へ
の肯定感につながることを示唆している．これ
らの理由から，本研究でも「友人・知人サポー
ト」「父親サポート」からの影響が，示された
と考えられる．
最後に，本研究における課題について述べ
る．１つ目は使用尺度についてである．本研究
で使用した学生用ソーシャル・サポート尺度
（久田ら，１９８９）は，多くの項目で天井効果が
みられた．このことが，分析結果に影響を及ぼ
した可能性がありうる．さらに詳細な調査の必
要性があると考える．
二つ目は，本研究は横断的な研究のため，ソー

シャルスキル及びソーシャル・サポートとレジ
リエンスの因果関係について，明確に言及でき
ない点である．今後は，SSTや SSE を実践し，
その効果を検証する縦断的な研究の実施が望ま
れる．
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Abstract

Resilience is a psychological trait that maintains or even restores mental health in stressful
situations. Thus, research on how resilience develops is important. Among the various factors that
lead to diligence, it is shown that there are“qualitative resilience”factors that are strongly related
to the temperament a person is born with and“acquisitive resilience” factors that are easily
acquired. In this study, we examine the resilience of adolescence. Social skills and social support
were used as factors to promote“acquisitive resilience” and the effects on resilience were
examined. As a result of the path analysis, we saw that social skills have an influence on the ability
to“acquisitive resilience”. Meanwhile, social support has an influence on“qualitative resilience”
and further suggests an indirect effect on“acquisitive resilience” through“qualitative resilience”.

Keywords：Resilience, social skills, social port, female university students
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